
○稲田議長 次に、又野議員。

〔又野議員質問席へ〕

○又 野議 員 日 本共 産 党米子 市議 団の 又野史 朗で す。私 から は、

大要 ２点 質問さ せて い ただき ます ので 、どう ぞよ ろしく お願 いい

たします。

ま ず最 初に、 災害 か ら住民 を守 るに ついて です 。その 中で 、最

初に福祉避難所における課題について伺いたいと思います。

こ のた びの元 旦に 起 きまし た能 登半 島地震 にお いても です けれ

ど も 、 東 日 本 大 震 災 や 熊 本 地 震 な ど 大 災 害 時 の 対 応 に お い て 、

様々 な課 題が浮 き彫 り になっ てき てい ます。 少し 前の報 道で すけ

れど も、 被災後 の心 身 の負担 が原 因で 亡くな る災 害関連 死の うち、

障害 者手 帳を持 って い た人の 割合 が東 日本大 震災 で２１ ％、 熊本

地震 で２ ８％と いう こ とで、 人口 の約 ９％い ると 言われ てい ます

障が い者 が直接 死で も ２倍の リス クが あると 言わ れてい るん です

けれ ども 、関連 死で も ２倍以 上の リス クがあ ると いう調 査結 果が

公表 され ていま した 。 そこで 、私 は高 齢者や 障が い者な どの 要支

援者の避難について、最初に取り上げたいと思っています。

米 子市 では、 福祉 避 難所が 指定 され ていま す。 その福 祉避 難所

とは 、介 護の必 要な 高 齢者や 障が い者 など一 般の 避難所 では 生活

に支 障を 来す人 に対 し てケア が行 われ るほか 、要 配慮者 に配 慮し

たポ ータ ブルト イレ 、 手すり や仮 設ス ロープ など のバリ アフ リー

化が 図ら れた場 所で あ ると認 識し てお ります 。も し違っ てい れば

訂正していただきたいですけれども。

先 日、 その福 祉避 難 所等開 設の 訓練 を行わ れた という こと です

けれども、その訓練の目的と内容について教えてください。



○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 福 祉避難 所開 設等 の訓練 の目 的と内 容と いう

こと でご ざいま す。 令 和６年 ２月 １５ 日に、 避難 行動要 支援 者避

難訓 練と 福祉避 難所 開 設訓練 を実 施い たしま した 。本訓 練は 、市

職員 及び 協定先 施設 職 員の防 災対 応力 の向上 と個 別避難 計画 の実

効性検証を行うことを目的として実施をしております。

避 難行 動要支 援者 避 難訓練 では 、あ らかじ め作 成しま した 個別

避難 計画 に従っ た避 難 が可能 であ るか の確認 を行 いまし た。 福祉

避難 所開 設訓練 では 、 一般避 難所 で福 祉避難 所へ の避難 が必 要と

認め られ る避難 者が 発 生した 想定 で、 福祉事 業者 に福祉 避難 所の

開設 を要 請し、 避難 者 の受入 れを 完了 するま での 流れの 確認 を行

ったところでございます。

特 に、 福祉避 難所 は 一般の 避難 所で の生活 が困 難で特 に配 慮を

要す る方 のため に開 設 するこ とか ら、 市と施 設の 双方が 開設 まで

の手順を理解することが重要だと考えております。

○稲田議長 又野議員。

○又 野議 員 そ うし ま すと、 次に その 訓練に おい てそれ ぞれ 課題

は何があったのか教えてください。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 訓 練での 課題 につ いてで ござ います 。避 難行

動要 支援 者避難 訓練 と 福祉避 難所 開設 訓練い ずれ にも共 通す る事

項と しま して、 情報 共 有ツー ルの 円滑 な利活 用や 協定発 動時 の連

絡方法の確立に課題があったと考えております。

ま た、 福祉避 難所 開 設訓練 にお きま しては 、対 象者の トリ アー

ジに 係る 情報伝 達な ど に課題 があ った ことを 受け 、関係 者間 で対



応を 含め た訓練 実施 後 の振り 返り を行 ってい ると ころで ござ いま

す。

○稲田議長 又野議員。

○又 野議 員 こ の質 問 をする きっ かけ となっ たの がもう 一つ あり

まし て、 一般の 避難 所 での生 活が 困難 と認め られ てから でな いと

福祉 避難 所に移 れな い ようだ けれ ども 、最初 から 福祉避 難所 に入

れる よう になら ない の かとい う声 を聞 いたと いう ことが あり まし

た。

そ こで 、福祉 避難 所 へ避難 する 対象 者、タ イミ ング、 ちょ っと

確認 です けれど も、 先 ほどの 答弁 と重 なる部 分が あるか もし れま

せんが、教えてください。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 福 祉避難 所へ 避難 するタ イミ ングに つい てで

ござ いま す。福 祉避 難 所へ入 って いた だく対 象者 は範囲 が幅 広く、

具体 的な 対象者 は定 義 はして おり ませ んけれ ども 、災害 時は 避難

所運 営要 員から の連 絡 に基づ き、 対象 者とな るか どうか の判 断を

する こと として おり ま す。そ の判 断を 踏まえ 、福 祉避難 所の 開設

のタ イミ ングで 対象 者 の方に 移っ てい ただく こと として おり ます。

○稲田議長 又野議員。

○又 野議 員 ち ょっ と そのタ イミ ング の話な んで すけど も、 ちょ

っと 確認 で、幾 つか の 答弁を 聞い てい て、一 般の 避難所 に避 難を

され た人 の中で 、引 き 続き一 般の 避難 所での 生活 が困難 であ ると

認め られ た場合 、福 祉 避難所 に移 るこ とがで きる という こと だと

理解 をさ せても らっ た んです けれ ども 、避難 行動 要支援 者に つい

て、 今回 の訓練 では 同 じ福祉 避難 所に 避難す るこ とにな って いた



と思 いま す。こ の避 難 行動要 支援 者は 、直接 福祉 避難所 に避 難す

ると いう 理解で いい の か。そ の辺 りの 避難行 動要 支援者 の避 難の

考え方についても、確認ですけれども教えてください。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 福 祉避難 所へ の避 難、そ もそ も福祉 避難 所と

いい ます と、指 定避 難 所に避 難さ れた 方、先 ほど 申しま した よう

に何 らか の事情 で支 援 が必要 な場 合、 介護が 必要 な場合 など に移

っていただく避難所でございます。

一 方、 個別避 難計 画 を策定 しま して 避難を して いただ く場 合、

当然 施設 として は同 じ 施設に 行く 可能 性も当 然あ ります けれ ども、

この 場合 、全体 のつ く りとし まし ては 、福祉 避難 所とい うこ とで

はな くて 、個別 避難 計 画に基 づく 避難 という こと で、た また ま福

祉避 難所 で開設 して い るとこ ろに 避難 をされ る場 合もあ ると いう

ことでございます。

○稲田議長 又野議員。

○又 野議 員 そ れぞ れ 個別避 難計 画に 基づい て避 難され ると いう

こと です けども 、直 接 福祉避 難所 に行 くケー ス、 避難行 動要 支援

者の 場合 はそう いう ケ ースも ある とい うこと だと 理解を させ てい

ただきました。

そ の辺 りが、 避難 行 動要支 援者 の場 合だと か一 般の避 難所 に入

って から 一般の 避難 所 での生 活が 困難 な場合 、福 祉避難 所に 行く

よう にな るとか 、そ こ ら辺の あた りが なかな か市 民の皆 さん に分

かり にく くなっ てい る のでは ない かと 感じま すの で、個 別避 難計

画と 併せ てでも 結構 で すけれ ども 、し っかり と周 知をし てい ただ

ければと思っております。



ま た、 これも 新聞 報 道でで すけ れど も、東 日本 大震災 のと きの

話で 、全 盲、全 く目 が 見えな い方 と弱 視、非 常に 視力の 弱い 、低

い方 の高 齢夫婦 が、 周 囲に迷 惑を かけ ると考 えて 自宅に とど まっ

て、 自宅 にある 食料 が 底をつ き、 餓死 が頭を よぎ ったと いう こと

を言 って おられ たと い うこと です 。ほ かにも 、避 難所を 転々 とさ

れる 高齢 の身体 障が い 者や精 神障 がい 者の方 もお られた とい うこ

とです。

こ れら の問題 は能 登 半島地 震で も心 配され てい るとい うこ とで、

周り に迷 惑をか ける か らと避 難所 に行 かない 障が い者や 高齢 者の

対応についてはどのように考えているのか伺います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 障 がい者 、高 齢者 の対応 につ いてと いう こと

でご ざい ます。 命を 守 るため には 、ち ゅうち ょな く避難 のた めの

行動 を取 っても らい た いとい うの が本 市の考 えで ござい ます 。避

難所 での 滞在が 困難 と 判断さ れる 場合 は、状 況に 応じて 福祉 避難

所が 開か れるこ とな ど 、引き 続き 様々 な場面 で周 知を図 って いき

たいと考えております。

災 害協 定に基 づき 、 ホテル や旅 館を 避難所 とし て活用 する こと

によ りま して、 例え ば 発達障 がい の方 であり ます とか精 神障 がい

をお 持ち の方な ど、 個 室が必 要な 場合 などに も対 応でき る体 制づ

くりに努めておるところでございます。

あ わせ まして 、避 難 イコー ル避 難所 に行く とい うこと では ない

ため 、日 頃から 避難 所 以外へ の避 難や 在宅避 難が 可能な 場面 等に

つい て考 えてい ただ け るよう 、啓 発に 努めて まい りたい と考 えて

おります。



○稲田議長 又野議員。

○又 野議 員 様 々な 避 難方法 を考 えて いただ くと いうこ とで 、そ

の中 に市 の対応 とし て 、ホテ ルや 旅館 などの 個室 も活用 でき るよ

うに する という こと で すけど 、結 局そ れはあ る程 度時間 がた って

から にな ると思 いま す 。まず 避難 行動 が取れ るか どうか とい うと

ころ が問 題にな りま す 。本来 であ れば 、一般 の避 難所に おい て高

齢者 や障 がい者 が安 心 して避 難で きる ような 体制 になれ ばい いと

は思 うん ですけ ども 、 なかな かそ のよ うな状 態に は今の とこ ろな

らな いよ うに感 じて い ます。 健常 者で あれば 多少 不便で も避 難先

で生 活で きるだ ろう と 考え、 避難 でき ますけ れど も、高 齢者 や障

がい 者の 方とい うの は 避難先 での 生活 も考え てし まう場 合が 多く

て、ちゅうちょしてしまうケースがあるということです。

現 在、 米子市 にお き まして 、先 ほど のお話 もあ ります けれ ども、

個別 避難 計画の 策定 を 急がれ てい ると ころで す。 個別避 難計 画を

早急 に策 定して 、要 支 援者が 遠慮 する ことな く避 難でき るよ う、

体制が取れるよう、よろしくお願いいたします。

次に移ります。原子力災害対策……。

○稲田議長 又野議員、次の項目替わりますね。

○又野議員 はい。

○稲田議長 じゃあ、ここで休憩を挟みたいと思います。

暫時休憩いたします。

午前１１時５４分 休憩

午後 １時００分 再開

○稲 田議 長 休 憩前 に 引き続 き会 議を 開き、 市政 一般に 対す る質

問を続行いたします。



又野議員。

○又 野議 員 次 に、 原 子力災 害対 策に ついて 質問 させて いた だき

ます。

原 発か ら３０ キロ 圏 内、Ｕ ＰＺ 圏内 では原 子力 災害時 は屋 内退

避が 基本 となっ てい ま すけれ ども 、能 登半島 地震 では多 くの 家屋

が倒 壊・ 喪失し てい ま す。半 壊な どで も、放 射線 を防ぐ とい う屋

内退避の効果は非常に低くなってきます。

そ こで 、今議 会で も 答弁さ れて ます けれど も、 米子市 内で の耐

震基準を満たしている住居の割合をまず教えてください。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 米 子市内 の新 耐震 基準の 率で ござい ます 。令

和２ 年度 末にお けま す 推計の 米子 市内 の耐震 化率 は約８ ７％ とな

っております。

○稲田議長 又野議員。

○又 野議 員 市 内の 耐 震化率 は約 ８７ ％とい うこ とです 。能 登半

島の ある 石川県 の耐 震 化率と いう のが ８２％ であ るとい う話 を報

道で 知り ました けれ ど も、そ の割 合で も、能 登半 島地震 では 家屋

のほ とん どが倒 壊し て いる地 域が あっ たとい うこ とです 。そ のよ

うな 地域 は少子 高齢 化 が進ん で人 口が 減少し てい る地域 で、 高齢

者が 多く て、長 いこ と 住むわ けで はな いから 家を 新築し たり だと

か耐震化したりすることがあまりない地域だったと聞きます。

米 子市 内で原 発の ３ ０キロ 圏内 にあ る弓浜 地区 も、学 校が 統廃

合に なっ たりす るな ど 少子高 齢化 が進 んで、 高齢 化率も 高い 地域

であ ると 思われ ます 。 そうす ると 、大 きな地 震が 起きた 場合 、多

くの 家屋 が倒壊 する お それが ある と思 ってお りま すけれ ども 、多



くの 家屋 が倒壊 して い る場合 、こ の屋 内退避 の考 え方に つい て、

確認ですけれども教えてください。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 多 くの家 屋が 倒壊 した場 合の 屋内退 避に つい

てで ござ います 。原 子 力災害 時の 防御 措置に つき まして は、 原子

力規 制委 員会が 策定 し ました 原子 力災 害対策 指針 に基づ き実 施す

るこ とと なりま す。 地 震等の 影響 によ りまし て自 宅で屋 内退 避が

でき ない 場合は 、コ ン クリー ト屋 内退 避施設 への 避難を 想定 して

おり ます 。災害 の規 模 や避難 者数 など により まし てＵＰ Ｚ外 の避

難所 への 退避な ども 含 め、適 切な 防御 措置を 実施 できる よう 対応

いたします。

○稲田議長 又野議員。

○又 野議 員 コ ンク リ ート屋 内退 避施 設へ避 難す ること にな ると

いう こと ですけ れど も 、多く の家 屋が 倒壊し た場 合、コ ンク リー

ト屋 内退 避施設 に多 く の避難 者が 本当 に収容 でき るのか どう かと

いうのが非常に疑問に残るところです。

ま た、 先ほど もあ り ました けど ね、 ３０キ ロ圏 外に避 難す るに

して も、 今回能 登半 島 地震で も半 島に おける 避難 の難し さと いう

のが 出ま したけ れど も 、弓ヶ 浜半 島で は一方 向、 東側の ほう にし

か避 難で きない よう な 状況に なっ てき ます。 道路 が寸断 され 、港

も使 えな くなる 可能 性 もあり ます 。そ の場合 、ど のよう に東 側の

ほうに避難していく計画になるのか伺います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 避 難につ きま して は、自 家用 車及び バス によ

りま す避 難など を主 要 な避難 手段 とし ており まし て、こ れを 補完



する もの としま して 鉄 道、海 路、 空路 等の各 種輸 送手段 によ り輸

送力を確保することとしております。

避 難経 路が通 行不 能 となっ た場 合は 速やか に代 替経路 を確 保す

るこ とと し、自 衛隊 な どの協 力を 得て 早急に 道路 啓開や 架橋 等、

応急対策を行うことを想定しております。

○稲田議長 又野議員。

○又 野議 員 い ろい ろ 様々な 手段 を使 って避 難す るとい うこ とで

はあ りま すけれ ども 、 原発が ある 場合 ですね 、な い場合 に比 べる

と原 子力 災害が 伴う 可 能性が あり ます ので、 その 場合、 避難 して

いる 避難 所から さら に 移動し なく ては ならな くな ったり とか 、避

難経 路が 制限、 避難 方 向が制 限さ れた りと、 避難 方法に おい て非

常に 様々 な制約 を受 け 、複雑 にな り、 実際に は大 混乱に なる こと

が予 想さ れます 。そ し て、そ れは 最初 も話出 しま したけ ど、 災害

関連 死、 これの 増加 に も大き く影 響し てくる と考 えます 。や はり

地震 大国 と言わ れる 日 本では 、原 発の 稼働は する べきで はな いと

いうことを強く主張をいたします。

続 けて 、中国 電力 で 繰り返 され る不 祥事に つい て伺い たい と思

います。

２ ０２ ３年１ ２月 ２ １日に 、島 根原 発２号 機の 構内で 死亡 事故

が起 きた という こと で す。議 員に も情 報提供 あり ました 。こ の原

因の 一つ として 上げ ら れてい るの が、 重量物 の落 下によ る災 害の

危険 性に 対する 認識 が 薄かっ たと いう ことが 上げ られて まし た。

また 、２ ０２３ 年５ 月 頃には 、島 根原 発で危 険業 務の従 事者 に受

講さ せる よう義 務づ け られて いる 安全 教育を 工事 の請負 業者 側が

実施 せず に、作 業員 ３ 人に修 了証 を発 行して いた という こと も報



道で明らかになりました。

こ れに ついて 請負 業 者側は 、失 念し ていた と言 ってい ると のこ

とで す。 中国電 力は 、 別の事 業者 が教 育を実 施し ており 、必 要な

知識 を得 た上で 工事 を してい たと 言っ てはい ます けれど も、 専門

家は 、も し事故 が起 き れば発 注者 であ る中国 電力 が責任 を問 われ

るこ とに なるた め、 作 業員の 状況 を確 認する べき だと指 摘を して

います。

中 国電 力さん は、 こ れまで も協 力会 社を含 め、 不祥事 や事 故を

繰り 返し てこら れ、 そ のたび に原 子力 安全対 策の 醸成を 図る と言

って おら れます けれ ど も、結 局安 全文 化の醸 成が 不十分 なま ま、

また 事故 や不祥 事を 起 こして しま った と考え ます 。この こと につ

いて、米子市の見解を伺います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 本 市の見 解に つい てとい うこ とでご ざい ます。

事故 など が発生 した と きは、 中国 電力 におい て原 因究明 と再 発防

止対 策が 検討さ れ、 協 力会社 も含 め、 再発防 止に 向けて 取組 をし

ているものと認識をしております。

中 国電 力には 、引 き 続き原 子力 安全 文化の 醸成 を含め た安 全性

を高める不断の取組を続けていただきたいと考えております。

○稲田議長 又野議員。

○又 野議 員 中 国電 力 さんの 取組 、期 待して いる という よう な感

じの答弁だったと思われます。

本 市は 、島根 原発 ２ 号機の 稼働 に関 して、 ２０ ２２年 ３月 ２５

日、 中国 電力に 対す る 県知事 と境 港市 と本市 の連 名の回 答の 中で、

必要 な安 全性を 確保 す るため に組 織・ 人員体 制、 教育訓 練、 人材



育成 、技 術継承 とい っ た組織 的・ 人的 能力の 向上 に向け 、不 断の

充実 強化 を責任 を持 っ て行う こと とあ り、ま たそ の中で 、安 全を

第一 義と し、社 員の 心 身の健 康管 理を 含め、 今後 も安全 文化 の醸

成に 取り 組み、 法令 や 協定を 遵守 し、 信頼回 復に 努め、 必要 な対

策の 実施 状況に つい て 適切に 情報 提供 を行う こと と回答 の中 に書

いておられます。

ま た、 ２０２ ３年 １ ０月１ ３日 には 、１号 機の 廃止措 置に 係る

原子 炉本 体周辺 設備 等 解体撤 去期 間、 第２段 階で すね、 及び 全体

工程 につ いての 回答 で も、度 重な る不 適切事 案の 再発防 止の ため

に、 組織 ・人員 体制 、 教育訓 練と いっ た人的 な対 応に対 する 不断

の充 実強 化、原 子力 安 全文化 の醸 成、 自主的 かつ 主体的 な安 全対

策、 周辺 自治体 の防 災 対策へ の協 力な ど、万 全な 原子力 安全 対策

を責任を持って行うことという条件をつけておられます。

し かし 、残念 なが ら また不 適切 事案 が繰り 返さ れまし た。 中国

電力 は、 協力会 社も 含 め、原 子力 安全 文化の 醸成 を行う と繰 り返

し言 って きたに もか か わらず です 。さ すがに 中国 電力に 今出 して

いる 再稼 働容認 、こ れ につい て撤 回だ とか、 もし くは保 留す るこ

とな ども 考えて いく 必 要があ るの では ないか と思 います けれ ども、

市長 、改 めてこ こら 辺 の考え 聞か せて いただ いて もよろ しい でし

ょうか。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 再 稼働 の 判断に つき まし ては、 これ は議会 で再 々答

弁し てま すけれ ども 、 新基準 に基 づく 規制基 準に 合致し てる かど

うか 、そ の辺り を踏 ま えて我 々判 断し ており ます ので、 そう した

議員 御指 摘のよ うな 事 案につ いて 、我 々が改 めて 再稼働 判断 を考



え直すということはございません。

○稲田議長 又野議員。

○又 野議 員 た だ、 稼 働につ いて の回 答をす ると きも、 安全 文化

の醸 成と いうこ とを 条 件をつ けた りだ とか、 度々 これま で中 国電

力さ んに 回答す ると き に、安 全文 化の 醸成と いう ことを 繰り 返し

条件 をつ けてき まし た 。そし て、 中国 電力さ んも 安全文 化の 醸成

を図 ると 言って きて る のに、 さす がに 何らか の対 応、例 えば 再稼

働容 認に ついて では な くても 、も うち ょっと こう しても っと 徹底

しな けれ ばなら ない ん じゃな いか とか 、改め て米 子市か らも 要請

とか する 必要、 そう い うこと は必 要な いんで しょ うか、 改め て聞

かせてください。何らかの対応しなくていいんでしょうか。

○稲田議長 伊木市長。

○伊木市長 現時点においては特に考えておりません。

○稲田議長 又野議員。

○又 野議 員 市 民の 生 命、財 産を 守る 立場と して は、は っき り言

って 厳し い態度 を取 っ ていか なけ れば ならな いと 私は考 えて おり

ます ので 、その 辺り の 対応し っか りと してい ただ くよう 要望 した

いと思います。

続 きま して、 安心 ・ 安全な おい しい 水をい つま でもと いう 質問

に移りたいと思います。

地 下水 への影 響を 懸 念して いる 住民 が多く いま す。淀 江産 業廃

棄物処分場の事業計画変更についてです。

こ のた び、環 境管 理 事業セ ンタ ーが 進めて いま す淀江 産業 廃棄

物処 分場 につい て、 事 業計画 変更 の説 明会が あり ました 。新 聞報

道も され ていま した 。 この計 画変 更に ついて 、米 子市が 把握 して



いる内容についてまずは教えてください。

○稲田議長 伊澤副市長。

○伊 澤副 市長 淀江 産 業廃棄 物処 分場 の計画 変更 につい てで あり

ます が、 今議員 のほ う がおっ しゃ った とおり 、今 地元で 説明 会が

行わ れて おりま す。 そ の内容 につ いて 把握し てる ところ でと いう

こと であ ります が、 今 回の事 業計 画の 変更に つき まして は、 詳細

設計 の実 施に伴 う変 更 だとい うこ とで 、施設 の基 本的な 構造 等に

つい ては 変更は ない と いうふ うに 説明 されて いる という ふう に伺

っております。

具 体的 な計画 の内 容 は、そ の変 更の 内容に つき まして はる るは

申し 上げ ません が、 い ずれも 詳細 設計 の実施 に伴 って、 より 一層

安心 ・安 全性を 高め る 、そう いっ た方 向での 見直 しだと いう ふう

に承知しております。以上です。

○稲田議長 又野議員。

○又 野議 員 詳 細な 内 容は今 答弁 では なかっ たん ですけ ども 、一

応確 認で すけれ ども 、 その中 身に 、計 画地に は粘 土層が あり 、そ

の地 盤が 軟弱で ある た め、地 盤を 改良 、地盤 を強 化しな いと 遮水

シー トが 破れる とい う ような 話が あっ たと思 いま すけれ ども 、こ

れ報 道で も出て たと 思 います 。そ の内 容も含 まれ ている とい う理

解でいいのか伺います。

○稲田議長 伊澤副市長。

○伊 澤副 市長 遮水 シ ートが 破れ ると いう内 容が あった かど うか

とい うの は、承 知し て おりま せん 。恐 らくそ んな 内容の 説明 はな

かっ たと 思いま すが 。 計画変 更の 内容 であり ます 。のり 面１ 段目

の遮 水対 策の強 化、 あ るいは 非常 用発 電装置 や消 火栓の 設置 、埋



立地 の今 お話に あっ た 粘土層 に対 する 地盤強 化対 策、あ るい は土

堰堤 の安 全性の 向上 、 浸出水 処理 槽の 容量の 増大 、浸出 水送 水能

力の 強化 などが 主な 変 更の内 容だ とい うふう に伺 ってお りま す。

以上です。

○稲田議長 又野議員。

○又 野議 員 遮 水シ ー トが破 れる とい うはっ きり とした 言葉 はな

かっ たと 思いま すけ れ ども、 この 遮水 シート の状 態でこ のま ま地

盤改 良し なけれ ば問 題 がある とい うよ うな説 明だ ったと は思 いま

す。 そう すると 、地 盤 改良し なけ れば 、この 遮水 シート では そう

いう 漏れ る可能 性が あ るとい うこ とだ と理解 され るもの だと 考え

ます 。こ れまで の事 業 センタ ーの 説明 では、 これ まで計 画し てい

る状 態で 、そん な遮 水 シート の状 態で 大丈夫 だと ずっと 繰り 返し

て説 明を してこ られ ま した。 様々 な調 査をし てき てその よう に言

って きた と思う んで す けれど も、 地盤 のこと だっ たらは っき り言

って もっ と早く 分か っ て、大 丈夫 だと か言っ てい ただき たか った

と普 通な ら考え ると 思 うんで すけ れど も、米 子市 の見解 を伺 いま

す。

○稲田議長 伊澤副市長。

○伊 澤副 市長 重ね て の御質 問に なり ますが 、産 業廃棄 物処 分場

の建 設予 定地に 地盤 の 支持力 です ね、 地盤の 強さ の差が ある とこ

ろが ある と。こ うい っ たこと は一 般的 にあり 得る 話であ りま して、

先ほ ども 御答弁 申し 上 げまし たが 、環 境管理 事業 センタ ーの ほう

では 事業 計画の 実施 に 向けて 詳細 設計 、具体 的な 設計で すね 、を

され ると いうこ とで 、 それに 先立 って さらに 詳細 な計画 地内 の地

盤の ボー リング 調査 等 をされ た結 果、 地盤の 支持 力の差 があ ると



ころ があ る。こ れが 粘 土層と 呼ば れて るとこ ろで ありま すけ ど、

これ につ いて一 般的 な 工法だ とい うふ うに聞 いて おりま すけ ども、

一般 的な 工法に よる 地 盤改良 対策 とい うのを 施し て、安 全・ 安心

な処 分場 を造ろ うと し ておら れる と、 こうい うこ とだと いう ふう

に承知しております。以上です。

○稲田議長 又野議員。

○又 野議 員 詳 細設 計 のため に調 査を して、 それ で粘土 層が 何か

所か 見つ かった とい う ことで すけ れど も、本 来、 これま で安 全だ、

大丈 夫だ と、そ うい う 説明を 聞い てき た周辺 住民 の皆さ んは 、今

さら 何を 言って るん だ と、地 盤も 調査 せずに 大丈 夫だと 言っ てき

たの かと いう人 が、 は っきり 言っ てた くさん おら れるわ けで す。

米子 市と しても 、そ こ ら辺本 当に それ で大丈 夫な のかと いう のは、

やは り環 境管理 事業 セ ンター にも 米子 市とし ても 言って いく べき

だと私は考えております。

続 いて 次の質 問で す けれど も、 それ と１月 ２５ 日の説 明会 の日

とい うの は、大 雪注 意 報が発 令さ れて いた日 でし た。注 意報 が発

令さ れて いるこ とも あ って、 説明 会の 延期や 再度 の説明 会を 求め

る声 が多 数あっ たと 聞 いてい ます 。米 子市は 、土 地の使 用許 可を

出し たと き、事 業セ ン ターに 対し て住 民の理 解が さらに 深ま るよ

う努 力が 行われ るこ と という 条件 をつ けてお られ ます。 米子 市と

して は、 市民の 声に 応 えて事 業セ ンタ ーに対 して 再度の 説明 会を

要望することが必要だと考えますけれども、見解を伺います。

○稲田議長 伊澤副市長。

○伊 澤副 市長 まず 、 前段の 環境 管理 事業セ ンタ ーに物 を申 して

いか なけ ればな らな い んじゃ ない かと いうこ とで ありま すけ ども、



先ほ ど御 答弁申 し上 げ たとお りで あり ます。 一般 的な地 盤改 良対

策だ とい うふう に説 明 をされ たと いう ふうに 承知 してお りま すし、

その 安全 性等の 妥当 性 につき まし ては 、今後 今議 員がお っし ゃっ

てる 内容 も含め 、設 置 許可申 請が 県の ほうに 提出 されれ ば、 許可

権者 であ る鳥取 県に お いて事 業計 画の 内容を 厳正 かつ適 正に 審査

されると、こういうことだろうというふうに考えております。

１ 月２ ５日の 説明 会 の件で あり ます が、確 かに 大雪注 意報 が出

てい たと いうこ とで あ ります 。こ れも 伺って ると ころで は、 気象

条件 が厳 しいん で中 止 すると いう こと も検討 され たよう であ りま

すけ ども 、直前 にな っ て中止 する とい う周知 が間 に合わ ない とい

うよ うな ことも 判断 さ れて開 催さ れた という ふう な経過 であ った

というふうに説明されてるというふうに承知しております。

開 催の 案内を され た 全員の 方に 説明 会の資 料を 送付さ れ、 そし

て質 問を 受ける とい う 補完的 な措 置も 行われ てい るとい うふ うに

お伺いしております。

な お、 ２月２ ２日 に 開催さ れま した 県議会 の常 任委員 会に おい

て、 環境 管理事 業セ ン ターの 対応 とし てこの １月 ２５日 の説 明会

につ いて は改め て説 明 会を開 催す る方 向で検 討さ れると 、そ うい

う対 応を 検討さ れて る という ふう に説 明され たと いうふ うに 聞い

ております。以上です。

○稲田議長 又野議員。

○又 野議 員 改 めて 説 明会を 開催 する 方向で 検討 されて いる とい

うこ とで す。ぜ ひと も 、再度 説明 会が 開催さ れる ように 、米 子市

としても一言要望していただきたいと求めておきます。

そ れと 、地盤 改良 の 件です けれ ども 、専門 家の 方に聞 くと 、や



っぱ りか なりの 金額 と 時間が 地盤 改良 はかか ると いうこ とで す。

それ が根 本的な 変更 に ならな いと いう ふうに 私は ちょっ と思 えな

いん です よね。 やは り 根本的 な変 更に なると いう ことだ と私 は思

って いま す。そ のよ う な軟弱 地盤 も明 らかに なっ た以上 、今 の計

画地 、産 業廃棄 物処 分 場には 適さ ない という こと を私は 改め て主

張をいたしたいと思います。

次 の質 問に移 りま す 。上下 水道 使用 料の徴 収等 業務委 託に つい

て質 問を させて いた だ きます 。こ れま でもこ の議 場で申 し上 げて

きま した けれど も、 私 ども日 本共 産党 米子市 議団 は、公 共サ ービ

スは 全て の住民 がひ と しく享 受す るこ とが必 要で あるた め、 利益

優先 の考 え方は なじ ま ないと 考え 、民 営化や 民間 委託な どに つい

ては基本的反対の立場であります。

そ して 、米子 のお い しい水 がい つま でも供 給さ れるこ とを 願っ

て質 問を いたし ます 。 来年度 から 上下 水道使 用料 徴収等 業務 を民

間委 託さ れると いう こ とです けれ ども 、まず 確認 ですけ れど も、

その業務内容と委託先について教えてください。

○稲田議長 朝妻水道局長。

○朝 妻水 道局長 委 託 業務の 内容 と委 託先に つい てのお 尋ね でご

ざい ます 。主な 委託 業 務とい たし まし ては、 水道 の使用 開始 など

に伴 いま す開閉 栓業 務 、水道 メー ター の検針 業務 、水道 料金 、下

水道使用料の収納、また滞納整理業務などでございます。

委 託先 につき まし て は、東 京都 に本 社を置 きま すヴェ オリ ア・

ジェ ネッ ツ株式 会社 で 、令和 ４年 度に 公募型 プロ ポーザ ル方 式に

より決定した業者でございます。

○稲田議長 又野議員。



○又 野議 員 委 託業 務 の内容 とし ては 、水道 メー ターの 検針 や上

下水 道の 使用料 の料 金 の徴収 など とい うこと で、 限られ た業 務だ

と思 いま す。委 託先 は ヴェオ リア ・ジ ェネッ ツと いうこ とで 、外

資系 の企 業で、 その 大 本はフ ラン スの ヴェオ リア という とこ ろで

あると聞きます。

そ のヴ ェオリ アで す けれど も、 これ まで海 外に おいて 水道 事業

の民 営化 によっ て多 く の水道 事業 を担 ってき たと いう実 績も あり

ます けれ ども、 その 反 面、再 び公 営に 戻った とい う話も よく 聞き

ます 。例 えばフ ラン ス のパリ では 、ヴ ェオリ アが あるフ ラン スで

すけ れど も、１ ９８ ０ 年代に 本格 的に 水道の 民営 化がさ れた んで

すけ れど も、給 水効 率 の低下 や水 道料 金が２ 倍以 上に高 騰し たこ

とな どに より、 契約 が 切れた 後、 再び 再公営 化を されま した 。ド

イツ のベ ルリン でも 、 １９９ ９年 に水 道公社 の株 式の約 ５０ ％を

売却 する という 形で 部 分的な 民営 化が 行われ まし たけれ ども 、料

金の 値上 げや雇 用の 喪 失、イ ンフ ラ投 資の低 減と いった こと が問

題と なり 、およ そ 1,５ ０ ０ 億 円 で 株 式 を 買 い 戻 し 、 ２ ０ １３ 年に

再公 営化 となっ てい ま す。ア メリ カの インデ ィア ナポリ スで も、

２０ ０２ 年に民 営化 後 、水質 の低 下に より、 その ままで は水 が飲

めな くな って、 もと も と２０ 年間 の契 約だっ たも のを１ ０年 に短

くす るた めに、 市側 、 行政側 は約 ３２ 億円の 違約 金を払 うこ とに

なったということです。

こ のよ うな事 例が 海 外で起 こっ てま すけれ ども 、これ らに 対す

る当局の考えを伺います。

○稲田議長 朝妻水道局長。

○朝 妻水 道局長 海 外 におけ ます 水道 事業の 動向 につき まし ては、



民営 化、 あるい は再 公 営化の 事例 があ ったと いう ことは 承知 して

おり ます が、本 市が 行 います 水道 料金 及び下 水道 使用料 等の 徴収

等の 業務 に関し まし て は、委 託先 であ ります ヴェ オリア ・ジ ェネ

ッツ 株式 会社は 長年 に わたり 東京 都、 あるい は大 阪市等 の大 都市

も含 め、 全国で 約１ ３ ０事業 体の 同様 の業務 を受 託して おり まし

て、十分な実績を有している会社と承知しております。

ま た、 委託先 とし て の業務 体制 の確 保や安 定し た経営 、財 務状

況な ど、 要件を 十分 満 たして おり まし て、本 市の 求める 業務 水準

を確実に実行できる受託者であると考えております。

○稲田議長 又野議員。

○又 野議 員 国 内で 十 分な実 績が あり 、安定 した 経営体 制で ある

という話だったと思います。

た だ、 民間企 業、 先 ほども 言い まし たけれ ども 、利益 をど こま

でも追求をしていくということになります。

今 回委 託する 上下 水 道の業 務内 容に ついて 、日 本では ほか にも

う一 つ大 手企業 があ る という こと で、 このま ま全 国で同 様の 業務

委託 が進 んでい くと 、 これら の業 務に ついて はこ の２社 の独 占状

態に なる ことも 考え ら れます 。す ると 、後々 これ らの業 務委 託や

める こと ができ なく な ったと きと か、 ほかに 任せ るとこ ろが ない

よう な状 態にな った と きに、 独占 状態 の企業 から の要望 が断 れな

くな って 、結局 コス ト がかか って しま うんじ ゃな いかと いう こと

も考 えら れます 。ま た 、現在 は一 部分 だけの 委託 ですけ れど も、

利益 を追 求する 企業 と しては 、さ らに 業務を 拡大 してい きた いと

思う はず です。 これ 以 上業務 委託 を拡 大すれ ば、 海外の 事例 のよ

うに 利益 優先の ため に 料金の 高騰 や水 質の悪 化な ど懸念 が考 えら



れま す。 これ以 上の 民 間への 業務 委託 や民営 化は 進めな いで いた

だきたいと考えているんですけれども、見解を伺います。

○稲田議長 朝妻水道局長。

○朝 妻水 道局長 水 道 事業の 今後 の在 り方に つい てでご ざい ます

けれ ども 、現時 点で は 水、飲 料水 とい うこと 、飲 み水で ござ いま

すの で、 今後と も公 営 で持続 可能 な水 道事業 を運 営して まい りた

いと は考 えてお りま す けれど も、 経営 の効率 化、 あるい はサ ービ

ス向 上に つなが るも の がござ いま すれ ば、そ れは 今後も 業務 委託

ということは検討していく必要があると考えております。

○稲田議長 又野議員。

○又 野議 員 基 本的 に は公営 でと いう 答弁だ った と思い ます 。米

子市 水道 局さん は、 こ れまで 本当 に安 価でお いし い水を 提供 する

ため に努 力をし てこ ら れたこ とは よく 承知し てい ます。 それ は本

当に 私が 思うに は、 市 民の誇 りで ある と思っ てい ます。 基本 は公

営、ぜひともそれを貫いていただきたいと思っています。

株 式会 社は、 株主 の 利益が やっ ぱり 第一と なっ てきま す。 その

ため 、こ の何十 年も の 間、大 株主 とな る大企 業や 超大金 持ち は莫

大な 利益 を上げ て、 今 や大企 業の 内部 留保は ５０ ０兆円 を超 えて

いま す。 一方で 、賃 上 げなど 物価 高騰 に見合 わな い状態 で、 労働

環境 の改 善が遅 れて い る状況 だと 思わ れます 。政 府も大 企業 の要

求に 応え 、法人 税減 税 であっ たり 株式 の配当 や売 却益に 対す る所

得税 を軽 減する など 、 大企業 や超 大金 持ちを さら に豊か にす るた

めの政策を続けていくばかりです。

こ のよ うな状 況で は 、公共 サー ビス を大企 業に 委託し たり 民営

化し たり すると 、大 企 業や大 株主 のい る東京 など に地方 から さら



に資 金が 流れる こと に なり、 地方 経済 にとっ てプ ラスに なる とは

私は到底思えない考えです。

ま た、 先ほど も述 べ ました けれ ども 、行政 で行 ってい る業 務、

特に 先ほ どもお っし ゃ いまし たけ ども 飲料水 など 特にで すけ ども

公共 性が 高く、 全て の 住民に 行き 渡る ために は利 益優先 には なっ

てはならない。そのため公営で行っていると思っています。

安 心・ 安全な おい し い水を いつ まで も供給 して いくた め、 これ

以上 公共 サービ スの 民 営化、 民間 委託 は進め ず、 私たち の誇 りで

ある と思 ってい ます 米 子市水 道局 によ る公営 での 運営を 続け てい

ただくよう強く要望いたしまして、私の質問を終わります。


